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        着眼大局、着手大局       

＜近況アラカルト＞ 
 皆さん、寒くて大雪のこの冬を乗り越えて元気にお過ごしですか。 

早春を告げる福寿草も春が来た！というばかりに目一杯咲いています。 

  

 さて、日頃の叱咤激励、ご支援に対し心から感謝と御礼を申し上げます。 

 昨年１２月、中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスは瞬く間に世界各国に広がり、

１年を過ぎた今でも世界を震撼させています。日本では、やっと待望のワクチン接種が医療従

事者から始まり、コロナ禍で苦境に立たされている状況下１日でも早い収束を願います。 

 

 今３月議会は、町長・教育長施政方針演述から始まり、一般質問、予算審査特別委員会、議

案審議を行い令和３年度当初予算案が可決されました。 

 私の一般質問では、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）、デジタル変革、ＩＬＣ（国際リニア

コライダー）、ＣＬＴ（直交集成板）、「新しい日常の新しい価値」について「着眼大局、着

手大局」の観点から町政運営をすべきことを申し上げさせて頂きました。 

 

 私の原点である「新しい視点、ひたむきに政治」を忘れず頑張ってまいりますので、引き続

き強力なご支援のほどお願い申し上げます。                      

                                 感謝 村上 薫 

    

みんなで聞いでけで！ 
◎ ３月定例議会、私の一般質問＜項目と要旨＞です。 

         １．新年度施政方針演述に係る「着眼大局、着手大局」  

                              …「政治は 町民に夢や希望を」                  

  

                 

                                                   

    

新年度予算 

問 ＳＤＧｓ理念を各施策とどのように連動を図り、ＳＤＧｓ未来都市を目指そう 

  とするのか。 

                               ☛裏面に続く    

 

                                   ☛裏面に続

く 
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２．令和３年度当初予算－主な新規事業  

 ①仕事・学びの場創出事業    …本町仮設住宅団地解体後建設 

 ②中上仮設住宅解体等事業 

 ③アンルス改修         …冷暖房設備工事 

 ④看護師確保対策奨学金返還補助金…２名 

 ⑤地域おこし協力隊設置事業   …ナースプロジェクト 

 ⑥種山ヶ原森林公園木道等整備事業 

 ⑦観光リーフレット作成事業 

 ⑧滝観洞観光センター整備事業  …Ｒ３年度実施設計 

 ⑨道路改良事業…小台線測量・設計委託 

 ⑩住田高校魅力化構想策定等 

 

地域課題：私自身気づかない点がたくさんあります。どうぞ、お気軽にお声がけ下さい。 

答 総合計画の結婚、子育て、教育など１８の政策分野に取り組むことで、関連 

  するＳＤＧｓ１７のゴールに向かうものと捉えている。 

問 支え合う「共生の町づくり」は、ＳＤＧｓ理念「誰一人取り残さない」と軌 

  を一にするもの。この観点からも、「ＳＤＧｓ未来都市計画」を作るべき。 

答 新たな進め方として参考にしていく。 

問 デジタル変革は、過疎や辺地の町であるからこそ、活かし方で不利条件を克 

  服できる。具体的取り組みを示されたい。 

答 国では自治体デジタル変革の推進と合わせ地域社会のデジタル化も掲げてい 

る。町のデジタル化は、より高い利用がその効果を増すことから、どのような 

行政サービスがより効果的か検討を進める。 

問 ＩＬＣ北上山地実現は、「グリーンＩＬＣ」実現でもあり、当町が目指す「森 

  林・林業日本一」とも深く関わる。どう対応する考えか。  

答 昨年８月、ＩＬＣ誘致を促進する「東北ＩＬＣ推進センター」が発足。ＩＬ 

Ｃ誘致による地元効果への期待が高まると捉えている。グリーンＩＬＣの具 

現化など、貢献できる関りを進めて行く。 

問 ＣＬＴ工場は民間主体経営とは言え、その誘致は広域で行うべきではない   

  か。今後の取り組みは。   

答 これまで、町内林業事業体がＣＬＴ関連セミナーを陸前高田市で開催。誘致 

  に向けた取り組みは今後も引き続き進めて行く。  

問 新過疎対策法は、この４月施行を目指している。いつまでに町新過疎計画を策 

  定する考えか。 

答 今国会に法案提出後スケジュールが示される。現計画との整合性を図り、新た 

  な制度を加味して行く。 

 


